
 

 

                           201７年１１月１５日 

                       No. ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 ２０１７年度年末手当獲得闘争において、貨物労組が組織一丸とな

って取り組む『全国統一職場集会』を１１月１３日に開催しました。 

 全国の支部・分会６４機関において職場集会が開催され、１０００

名を超える貨物労組組合員が、要求満額獲得にむけて声を挙げました。 

 

年末手当獲得闘争は、明日『回答指定日』を迎えます。「準備ゾーン」

「闘争ゾーン」「山場の闘い」を、組織の総力を挙げて闘ってきました。 

中間決算において過去最高益の結果を残したのは、組合員一人ひと

りの苦労の結果です。しかし団体交渉において貨物会社は、この間の

組合員の苦労に応える姿勢を見せていません。それどころか「組合は

数字が全てなのか」「収入の先行きが不透明であり不要・不急の支出は

削減する」と、私たちの想いを逆撫でするかのような発言をしていま

す。この様な貨物会社の不誠実な姿勢を許すわけにはいきません！ 

 

明日の回答指定日にむけて、各地本・支部・分会は常駐体制・連絡

体制の構築をはかり、連携を取って最後の最後まで奮闘しよう！ 

 

 

  


